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論文内容の要旨
本論文は， フラックス法による非線形光学結晶 KTiOPO4 (KTP) の結晶育成，および種々の条件下で成長させた
結晶についての結晶性・光学的特性の評価による結晶性向上に関する研究をまとめたもので， 9 章から構成されてい
る。
第 1 章は序論であり， KTP 結晶の育成の現状と問題点，およびそれに対する本研究の目的と意義を明らかにして
いる。
第 2 章では， KTP 結晶の一般的特性として基礎物性および
レ一ザ一の二倍高調波発生素子としての有用性を明からにしている。




















第 7 章では， KTP 結晶の透過率の改善について述べている o 種々の雰囲気下での結晶育成および吸収係数の測定
により，育成雰囲気の酸素濃度を下げることで着色のない KTP 結晶が得られることを見い出している。また不純物
分析により，着色の原因が白金不純物であることを明らかにしているo












(1) 非自己フラックスであるタングステン酸フラックスを使用した KTP 結晶の育成ではタングステン不純物による
強いストリエーションが発生することを示し，不純物フラックスが屈折率均一性のよい結晶の育成に適さないこと
を初めて明らかにしている。
(2) 自己フラックスである K6 フラックスで育成した結晶に存在する屈折率不均ーとして，成長セクタバウンダリ，
および成長セクタ聞の屈折率変化の存在を示し，屈折率均一性のよい光学素子を得るには単一成長セクタから切り
出すべきであることを指摘しているo





(5) 屈折率および、格子定数が育成溶液の組成比に依存することを示し， KTP 結晶に不定比性による屈折率不均ーが
存在することを見い出しているo
(6) 育成溶液のカリウム濃度を高くすることで KTP 結晶の不定比性を小さくできることを明らかにし， KTP 結晶の
不定比性がカリウム原子の欠損によることの可能性を示している o
(7) 窒素雰囲気での KTP 結晶の育成で，可視域に吸収のない結晶を得ることに初めて成功している。さらに酸素雰
囲気下で育成した KTP 結晶における可視域の吸収が白金不純物に起因していることを明らかにしている。
(8) KTP 結晶に Z 軸偏光で高い強度のレーザーを入射させた場合，誘電破壊ダメージが入る前に後方誘導ラマン散
乱が発生し，見掛け上異常に高い対レーザー損傷性を示すことを初めて示しているo
以上のように，本論文はフラックス法を用いて種々の条件下で KTP 結晶を育成し，評価することによって， KTP 
結晶の物性に関する知見を深め，不明瞭であった結品間での物性のばらつき，特に屈折率のばらつきの原因を解明し
ているo さらに世界最大級の大型結晶の育成，および可視域の透過率の改善に成功しているo これらの成果は，全国
体可視光源の構築，およびそれによるレーザーの科学技術，産業技術の応用の発展に寄与するところが大きし」よっ
て，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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